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＜全体分析＞ 試験時間      90 分 

解答形式 

Ⅰ～Ⅵはすべてマーク式で、ⅦとⅧは記述式。 

分量・難易（前年比較） 

分量（減少・やや減少・変化なし・やや増加・増加） 

難易（易化・やや易化・変化なし・やや難化・難化） 

ここ７年の長文２題の総語数は、「2,082→2,507→2,327→1,923→2,338→1,959→1,883」で推移している。 

出題の特徴 

・READING/GRAMMAR SECTION（５題→６題）とWRITING SECTION（２題）という大問構成になっ

た。 

・READING/GRAMMAR SECTIONでは、大問Ⅳと大問Ⅵが新傾向問題として出題されている。 

・WRITING SECTIONでは、2019年度以降４年連続して、英文中での語句整序と「絵」を用いた形式の自 

由英作文が出題されていたが、2023年度は語句整序からメールを完成させる自由英作文（大問Ⅶ）に変わった。 

その他トピックス 

・長年出題されていた「発音・アクセント」が姿を消した。 

・大問Ⅷの指示文はWrite a paragraph in English explaining what this image means to you.にもどっている

（2022年度：In a paragraph in English, explain what message you can read from the picture below.）。 

＜大問分析＞ 
番号 区分 出題分野・テーマ コメント（設問内容・答案作成上のポイントなど） 難易度 

Ⅰ 読解総合 「発明王エジソン

が採用した成功す

るための戦略」 

(1,064 words) 

内容一致、内容不一致、要旨選択、同意表現選択。 

設問（１）の登場人物などテーマを絞った内容一致は本学

部の定番といえる。内容一致型の設問が多く、本文と選択

肢の関連性に着目しながら絞り込んでいく必要がある。 

標準 

Ⅱ 読解総合 「仕事を愛するこ

とは資本家の罠」 

(819 words) 

内容一致、空所補充、要旨選択、同意表現選択。 

設問（３）の空所補充は「５つの選択肢のうち、文脈に照

らしてもっともふさわしくないものを１つ選ぶ」という

珍しい形式（設問の指示を勘違いしないこと）。 

やや難 

Ⅲ 文法・語法 中文空所補充 ５行の英文中の５か所の空所（選択肢は７）に適切な前置

詞・副詞を補充する形式（すべてが動詞 get に絡むもの

である）。get by on A「Aでなんとかやっていく」やget 

behind A「Aを支持する」は難度がやや高めである。 

標準 

Ⅳ その他 中文空所補充 図表を説明する英文中の空所補充。新傾向問題であるが、

内容はわかりやすく取り組みやすい。 

標準 

Ⅴ 文法・語法 正誤判定 下線を引いた４か所のうち、文法的に正しくないもの（誤

りがなければALL CORRECT）を選ぶ形式。 

やや易 

Ⅵ 

 

その他 

 

中文空所補充 

 

レストランのウェブサイトの案内文中の空所補充。これ

も新傾向問題だが、設問レベルは標準といえる。 

標準 

 

Ⅶ 自由英作文 レストランの予約

のメールを完成さ

せる形式 

大問Ⅵに関連するかたちでの出題で、「予約の日時」「人

数」「駐車場の有無」の３つを盛り込むように指示されて

いる。「車椅子使用者がいる」ことの伝え方がポイント。 

標準 

Ⅷ 自由英作文 与えられた絵から

読み取れる内容を

表現する形式 

与えられた絵を見て、「その絵から読み取れる内容」につ

いての考えを「１つのパラグラフ」にまとめるよう指示さ

れている。解答欄のスペースから判断して、100語程度で

書くことになる。 

やや難 

注：区分は「英文解釈」「読解総合」「英作文」「文法・語法」「聞き取り」「その他」 

  難易度は５段階「易・やや易・標準・やや難・難」で、当該大学の全統模試入試ランキングを基準として判断

しています。 
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＜学習対策＞ 

長文問題では、内容一致型の設問が数多く出題されるので、日頃から本文と選択肢を照らし合わせながら読み

進めていく訓練が必要となる。また、語彙に関しては、できれば受験レベル以上のものにも手を広げておくとよ

いだろう。文法・語法に関しては、過去問などを利用し、標準的なレベルの問題を中心に演習しておけばよい。

自由英作文では、構文や表現を確実に身につけておくとともに、適切な接続詞などを用いて文を構成する訓練

が必要である。グラフや絵・写真といった視覚情報から読み取れる内容を記述する問題への対策が必要となる。 

 


